平和をもとめて祈りましょう　＝平和のベル＝

点鐘の前後、適当な祈りと歌を用い、また黙祷の時をもってひと時を過ごされることをお薦めします。


戦没者 (せんぼつしゃ)および殉難者 (じゅんなんしゃ)のため
（祈祷書124頁）
すべて世 (よ)にある人 (ひと)また世 (よ)を去 (さ)った人 (ひと)の父 (ちち)なる全能 (ぜんのう)の神 (かみ)よ、戦争 (せんそう)その他 (た)の災 (さい)難 (なん)によって命を (いのち　)失 (う)った人 (ひと)びとの死 (し)を悼 (いた)み、その魂を (　たましい　)主 (しゅ)の憐み (あわれ　)のみ手 (て)にゆだねます。また、わたしたちがその犠牲 (ぎせい)をむなしくせず、悲 (かな)しむ者 (もの)を慰め (なぐさ　)助 (たす)け、ともに主 (しゅ)による平和 (へいわ)を追 (お)い求 (もと)めさせてください。主 (しゅ)イエス・キリストによってお願 (ねが)いいたします。アーメン (　)


戦争 (せんそう)、分裂 (ぶんれつ)、争 (あらそ)いのやむため
（祈祷書123頁）
全 (すべ)てのものを支配 (しはい)される全能 (ぜんのう)の神 (かみ)よ、正 (ただ)しい審 (さば)きは主 (しゅ)のみ手 (て)にあり、主 (しゅ)のみ力に (ちから　)逆 (さか)らって勝 (か)つ者 (もの)はありません。また主 (しゅ)はまことに悔 (く)い改め (あらた　)る者 (もの)に赦 (ゆる)しと憐 (あわ)れみを与 (あた)えられます。どうか不幸 (ふこう)にして戦争 (せんそう)、分裂 (ぶんれつ)、争い (あらそ　)のうちにあるこの世界 (せかい)を顧み (かえり　)て、主 (しゅ)の正 (ただ)しい支配 (しはい)と審 (さば)きを明 (あき)らかにし、主 (しゅ)に背 (そむ)いて行っ (おこな　)ているすべての争い (あらそ　)を悔 (く)い改め (あらた　)させ、ともに主 (しゅ)の平和 (へいわ)と救 (すく)いにあずかることができるようにして (　)ください。父 (ちち)と聖 (えい)霊 (れい)とともに一体 (いったい)であって世々 (よよ)に生 (い)き支配 (しはい)しておられる主 (しゅ)イエス・キリストによってお願 (ねが)いいたします。アーメン (　)


世界平和 (せかいへいわ)のため
（祈祷書121頁）
真理 (しんり)と平和 (へいわ)の源で (　みなもと　)ある全能 (ぜんのう)の神 (かみ)よ、すべての人 (ひと)の心に (こころ　)平和 (へいわ)を愛 (あい)するまことの愛 (あい)を燃 (も)やし、国々 (くにぐに)の交 (まじ)わりに携わ (たずさ　)る人 (ひと)びとに、平和 (へいわ)を造 (つく)り出 (だ)す知恵 (ちえ)を与 (あた)え、主 (しゅ)の愛 (あい)を知 (し)る知識 (ちしき)をこの世界 (せかい)に満 (み)たしてください。父 (ちち)と聖霊 (せいれい)とともに世々 (よよ)に生 (い)き支配 (しはい)しておられるみ子 (こ)イエス・キリストによってお願 (ねが)いいたします。アーメン (　)


平和 (へいわ)の祈 (いの)り
（アシジのフランシス）
主 (しゅ)よ、わたしをあなたの平和 (へいわ)の道具 (どうぐ)にしてください (　)
憎 (にく)しみのあるところに、愛 (あい)を
分裂 (ぶんれつ)のあるところに、調和 (ちょうわ)を
傷 (きず)つけあうところに、赦 (ゆる)しを
誤 (あやま)りのあるところに、真実 (しんじつ)を
疑 (うたが)いのあるところに、信頼 (しんらい)を
絶望 (ぜつぼう)のなかに、希望 (きぼう)を
暗闇 (くらやみ)に光 (ひかり)を、
悲 (かな)しみのあるところに喜 (よろこ)びを
もたらすものとしてください (　)。

聖 (せい)なる父 (ちち)よ、どうかわたしに
慰 (なぐさ)められるよりも、慰 (なぐさ)めることを
理解 (りかい)されるよりも、理解 (りかい)することを
愛 (あい)されるよりも、愛 (あい)することを先 (ま)ず
求 (もと)めさせてください。
わたしたちは、与 (あた)えることによって
与 (あた)えられ、
自分 (じぶん)自身 (じしん)を忘 (わす)れることによって本当 (ほんとう)
の自分 (じぶん)を見 (み)いだし、　　
赦 (ゆる)すことによって赦 (ゆる)され、
そして死 (し)によって、永遠 (えいえん)の命 (いのち)に目覚 (めざ)めるのですから (　)　　アーメン


主 (しゅ)の祈 (いの)り

司式者　主 (しゅ)よ、憐 (あわ)れみをお与 (あた)えください
　会衆　キリストよ、憐 (あわ)れみをお与 (あた)えく
ださい (　)
司式者　主 (しゅ)よ、憐 (あわ)れみをお与 (あた)えください

	次に一同、主の祈りを歌いまたは唱える。

天 (てん)におられるわたしたちの父 (ちち)よ、
み名 (な)が聖とされますように。
み国 (くに)が来 (き)ますように。
みこころが天 (てん)に行わ (おこな　)れるとおり地 (ち)にも行わ (おこな　)れますように (　)。
わたしたちの日 (ひ)ごとの糧 (かて)を今日 (きょう)もお与 (あた)えください (　)。
わたしたちの罪 (つみ)をおゆるしください。わたしたちも人 (ひと)をゆるします。
わたしたちを誘惑 (ゆうわく)におちいらせず、
悪 (あく)からお救 (すく)いください (　)。
　国 (くに)と力と (ちから　)栄光 (えいこう)は、永遠 (えいえん)にあなたのものです　アーメン (　)

	終わりに次のように言ってもよい。

主 (しゅ)イエス・キリストの恵 (めぐ)み、神 (かみ)の愛 (あい)、聖霊 (せいれい)の交 (まじ)わりが、わたしたちとともにありますよう (　)に。アーメン (　)
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